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第２章 健康診査 
 

 生活習慣病といわれるがん、心臓病、脳卒中等は、中高年層に多発しており、これらの疾病による

死亡者数は、総死亡者数の半数以上を占めています。 

 そこで、生活習慣病をはじめとする中高年からの総合的な保健対策として、老人保健法に基づく基

本健康診査及びがん検診を実施しています。 

 

 第１節 基本健康診査 

 

心臓病、脳卒中、糖尿病等の生活習慣病を予防する対策の一つとして、これらの疾患の早期発見に

努めるとともに、健康管理に関する正しい知識の普及を行い、健康についての認識と自覚の高揚を図

ることを目的に、福祉保健センター及び病院・診療所（約 1,230 の医療機関）で実施しています。 

 受診対象者は、40 歳以上の市民のうち、職場の健診など他に受診の機会のない方です。 

 また、基本健康診査受診者を対象に、40 歳から 70 歳までの方に、５歳刻みでＣ型・Ｂ型肝炎ウイ

ルス検査を実施しています。対象年齢以外でも、広範な外科的処置を受けたことのある方又は妊娠・

分娩時に多量に出血したことのある方や、基本健康診査の結果、肝機能が要指導の場合も、Ｃ型・Ｂ

型肝炎ウイルス検査を受診できます。 

 平成 16 年度から、基本健康診査受診者のうち、50 歳以上の男性で希望者に、基本健康診査と同時

に前立腺特異抗原（ＰＳＡ）検査を実施しています。 

 

表 ２－１ 基本健康診査の内容 

対象年齢 実施機関及び実施場所 受診回数等 

40～64 歳 
福祉保健センター及び出張会場 

基本健康診査実施医療機関 

65 歳以上 基本健康診査実施医療機関 

年１回 

 

表 ２－２ 基本健康診査の受診者数 

40～64 歳 
年  度 合  計 

福祉保健センター 医療機関 

65 歳以上 

医 療機関 

平成 15 年度 265,008 45,239 80,588 139,181 

平成 16 年度 245,709 42,045 80,133 123,531 

平成 17 年度 200,184 18,825 67,136 114,223 

 

表 ２－３ Ｃ型・Ｂ型肝炎ウイルス検査の受診者数 

平成 15 年度 

平成 16 年度 

平成 17 年度 

11,606 人 

12,045 人 

   8,104 人 

 

表 ２－４ 前立腺特異高原（ＰＳＡ）検査の受診者数 

 平成 16 年度 

 平成 17 年度 

  35,220 人 

  32,892 人 
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 第２節 がん検診 

 

 がんは死亡原因の第１位を占めていますが、がんを早期発見し、早期治療の促進を図ることを目的

に、各種がん検診を福祉保健センター、医療機関、検診車、市民病院がん検診センターの各施設で実

施しています。 

平成 17 年度の受診者数は、前年度と比較して、胃がん検診が 8.5%の減少、肺がん検診が 46.1%の

増加、子宮がん検診が 4.3%の減少、乳がん検診が 43.6%の減少、大腸がん検診が 4.6%の減少となり

ました。 

 

表２－５ 各種がん検診の内容 

検診項目 実施機関及び実施場所 対象年齢 受診回数 

胃がん検診 
検診車 
実施医療機関（約 560） 
市民病院がん検診センター （注 1）

40 歳～ 年 1回 

肺がん検診 
各福祉保健センター 
市民病院がん検診センター 

40 歳～ 年 1回 

子宮がん検診 
実施医療機関（約 180）  （注 2）
市民病院がん検診センター 

20 歳～ 2 年に 1回 

乳がん検診 
実施医療機関（約 470） （注 2）
市民病院がん検診センター 

40 歳～ 2 年に 1回 

大腸がん検診 
実施医療機関（約 790） 
市民病院がん検診センター 

40 歳～ 年 1回 

注１ 市民病院がん検診センターは、上記がん検診に加えて、喉頭がん検診、肝・胆・膵がん検診、

前立腺がん検診、卵巣がん検診を実施しました。 

注２ 子宮がん検診、乳がん検診は、7月から制度を変更しました。 

  （旧制度）子宮がん検診：30 歳以上、年 1回 

       乳がん検診：30 歳以上、年 1回 

（50 歳以上の方には、偶数歳時に視触診とマンモグラフィ併用の検診を実施） 

 

表２－６ がん検診受診者数 

平成 15 年度 平成 16 年度 平成17年度 

受診者数 要精検数 発見者数 受診者数 要精検数 発見者数 受診者数 

医療機関  52,427   3,333      99 52,210   3,596    103  50,054 
検診車   9,392   1,560      21 8,225   1,419     14   7,780 
がん検診センター   2,896     427       4 2,805     455     15    (2,731)

胃がん 

計  64,715   5,320     124 63,240   5,470    132   57,834 

福祉保健センター   3,944     624      11   3,548     510      8    7,044 
がん検診センター   3,882     479       3   3,779     395      5    3,663 肺がん 

計   7,826   1,103      14   7,327     905     13   10,707 

検診車  15,120      67      12 14,813      71     13    － 
医療機関  77,849   1,065     102 76,919   1,151     76   90,015 
がん検診センター   2,280      11       1 2,279       6      1    (3,290)

子宮がん 

計  95,249   1,143     115 94,011   1,228     90   90,015 

検診車  12,126   1,286      34 12,251   1,431     24    － 
医療機関  32,842   3,108     100 30,914   2,781     96   25,409 
がん検診センター   1,800     230      12 1,867     167      8    (2,181)

乳がん 

計  46,768   4,624     146 45,032   4,379    128   25,409 

医療機関  74,211   4,058     242 85,671   4,816    272   85,501 
がん検診センター   3,990    156      11 3,932     144     11    (3,839)大腸がん 

計  78,201   4,214     253 89,603   4,960    283   85,501 

合   計 292,759  16,404     652 299,213  16,942    646  269,466 

＊ 平成 17 年度の要精密検査者及び発見者数は追跡調査により集計中 
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＊ 子宮がん検診、乳がん検診の検診車は、平成 17 年度から休止 

＊ 胃がん、子宮がん、乳がん、大腸がん検診のがん検診センター実績は、平成 17 年度から医療機

関実績の内数 

 



 


